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「科学技術・イノベーション政策の展開にあ
 たっての課題等に関する懇談会」における
 議論の取りまとめについて
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科学技術・イノベーション政策の展開にあたっての課題等に関する懇談会について科学技術・イノベーション政策の展開にあたっての課題等に関する懇談会について

第４期科学技術基本計画の策定に向けた検討に先駆け、諸外国の動向を含め

 た世界情勢の変化及び今後の方向性を検討し、それを踏まえた今後の我が国の

 科学技術・イノベーション政策の展開にあたっての課題等を整理するため、科学

 技術・学術政策局長の懇談会として設置され、平成20年11月から平成21年６月

 までの間、議論を重ねてきた。

（委員）

飯塚

 
哲哉

 
ザインエレクトロニクス（株）代表取締役社長

門永

 
宗之助

 
マッキンゼー・アンド・カンパニー，インクジャパン

 
ディレクター

川上

 
浩司

 
京都大学大学院医学研究科教授

角南

 
篤

 
政策研究大学院大学准教授

妹尾

 
堅一郎

 
東京大学特任教授（知的資産経営）

高橋

 
真木子

 
東北大学研究協力部（特定領域研究担当）特任准教授

出川

 
通

 
（株）テクノ・インテグレーション代表取締役社長

長岡

 
貞男

 
一橋大学イノベーション研究センター教授

（○：座長、五十音順、敬称略、平成21年６月現在）

○
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グローバルの産業構造の変化グローバルの産業構造の変化

研究開発・科学技術政策の研究開発・科学技術政策の
グローバルトレンドグローバルトレンド

日本にとってのチャレンジ日本にとってのチャレンジ

今後の科学技術・イノベー
ション政策の方向性

？

モジュール化、グローバル分業

 
（オープン化）による役割の二分化
製品開発、知財・標準化戦略、事業

 
モデルを一体的に取り組まないと勝

 
てない
製品や事業モデルの構想先行型の

 
イノベーションの台頭
サイエンス型産業及びサービス産業

 
の拡大

・
・

「作りこみ・匠の世界」アプ
ローチの限界
グローバルレベルでのオープン

 
型協業が不得手、人材不足、

 
ネットワーク不足
「死の谷」を越すための仕組み

 
が弱い
語学（英語）のハードルが高い

グローバルのマクロトレンドグローバルのマクロトレンド

グローバル化（世界市場の“ア
メリカ化”）からリーダーシップの

 
多極化へ
グローバル展開において、多様

 
な文化圏への対応が必須
中国とインドの人口増大、それに

 
伴い市場としての急速拡大、人

 
材創出国へ
地球温暖化対策重視、天然資源

 
逼迫による制限
英語の更なる標準語化

研究開発の更なるオープン化
その結果、サイエンスに関して、公的研

 
究機関に求められる役割の増大
プロダクト・イノベーションを創出する基

 
礎研究等の重要性の高まり
ハイリスク・ハイリターン研究等の重要

 
性の高まり
サイエンスからイノベーション、さらには

 
事業までつなぐ仕組みを官民一体で整

 
備（北米・欧州）
人材の更なる流動化
科学技術政策から科学技術イノベー

 
ション政策への転換

科学技術・イノベーション政策の展開にあたっての課題等に関する懇談会科学技術・イノベーション政策の展開にあたっての課題等に関する懇談会

議論の取りまとめのポイント議論の取りまとめのポイント
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今後の科学技術・イノベーション政策を考えるための課題今後の科学技術・イノベーション政策を考えるための課題

全体的な課題

競争力モデルが変化している中で（プロセス・イノベーションや垂直統合だけでなく、プロダクト・イノ

 ベーションや水平分業などイノベーションモデルが多様化。また、イノベーションは研究開発にとどま

 らず、社会における普及を伴わなければならない）、日本が「科学技術創造立国」を実現するには、

 どのような方向付けと、仕組みの構築行っていく必要があるのか？

個別の課題

日本が競合優位に立つ分野や、今後優位に立てる可能性のある分野を活かして、グローバルレベ

 ルでのイノベーションをどう実現するか？（研究開発レベル及び実用化レベルの両方でのオープン

 とクローズの使い分け。しかも、オープン化ではアウトソーシング型だけではなく、共同連携型もど

 う作っていくか。）

サイエンスからイノベーション（研究開発×実用化）へつなぐ仕組みをどのように設計するか？特に、

 産学官の役割分担の再構築。例えば、基礎的なサイエンスにおける学・官の役割、また「死の谷」

 を越えるための、産・ベンチャー・学・官の個々の役割と連携。

サイエンス（科学）とイノベーションの「出口」はどのようにイメージすべきか？

以上のような要求に応えるため、国際社会の中で伍していける人材（英語力の問題を含めて）を

どのように育成していくか？

どの領域に集中的な投資が必要か？低炭素革命などの課題エリア、仕組み作りの面、人材など。

○

○

○

○

○

○


	「科学技術・イノベーション政策の展開にあたっての課題等に関する懇談会」における議論の取りまとめについて
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

